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　　巻頭言

－1－

巻頭言

河　邊　博　史

慶應義塾の創立者である福澤諭吉先生は、当時の日本の近代化に必要な新しい教育を、欧米視察を
繰り返すなかで学び、以来国際交流は慶應義塾の原点となっています。1964年に全国の大学に先駆け
て国際交流業務を集中的かつ専門的に司る組織として “国際センター” を設立し、海外の大学との交
換留学制度の運営、春季・夏季の短期研修プログラム、受け入れ留学生の生活支援などの諸事業を展
開しているのはその一つの現れです。大学生が海外を体験し、世界の人々と交流する機会は今後ます
ます増加し、一方世界各国から日本の大学を訪れる留学生も増え、異文化交流の輪は確実に広がって
いきます。従って、大学国際化はこれから避けられない課題であり、大学の規模に関係なく、今後は
社会全体が国際化に向かっていくと思われます。現在はまず、海外からの留学生数を増やそうという
方向で動き出していますが、同時に留学生が増えることによる課題への対応も考えておかなければな
りません。その一番身近な問題が健康支援ではないでしょうか。一方、日本人学生の海外留学に際し
ても健康支援は重要で、最近では危機管理などで新たな課題も出てきています。
ところで、今回の特集テーマは、まさに上述した課題に対し、岐阜大学の山本眞由美先生を中心に
企画された「大学国際化における健康支援」であります。海外からの留学生に対しては、留学中の健
康診断をどうするか、日本の医療制度をどう説明するか、少なくとも英語で対応してもらえる診療所
や病院をどう探すか、メンタル面の問題が起こった時にどうするか、場合によっては留学生家族に関
わる問題なども出てくるでしょう。また、日本から海外へ行く留学生には、渡航前にどのようなオリ
エンテーションを行い、正確な情報収集の方法や必要な証明書についての指導、海外でのメンタルヘ
ルスに関する対処法、留学中に行う自己健康管理法や最低限の救急対応法、また、最近では海外での
危機管理対策や医療制度の違いの教育なども必要になります。今回はこのような幅広い分野につい
て、経験もあり、実際大学で対応されている先生方にご執筆いただきました。医学の進歩は急速であ
り、特に予防接種や感染症に関しては、雑誌や本では十分対応できない部分も増えています。そこ
で、それを補うには、正確な最新情報が得られるサイトの提示が重要となりますが、今回の特集では
その点への配慮も加えられています。本特集の内容が、海外からの留学生受け入れ時や、日本から海
外へ旅立つ留学生の出発前の不安解消や留学中の対応に役立つことを期待しています。 

公益社団法人全国大学保健管理協会理事
慶應義塾大学　保健管理センター所長　 
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